
別表第１（指揮支援隊及び指揮支援部隊長）

災害発生都道府県 部隊長の所属
する消防本部 指揮支援隊の所属する消防本部

北海道 札幌市消防局 札幌市消防局、仙台市消防局、東京消防庁、横
浜市消防局、千葉市消防局、新潟市消防局

青森、岩手、宮城、秋田、
山形、福島、新潟

仙台市消防局 仙台市消防局、札幌市消防局、東京消防庁、横
浜市消防局、川崎市消防局、新潟市消防局、相
模原市消防局

城、栃木、群馬、埼玉、
千葉、東京、神奈川、山
梨、長野、静岡

東京消防庁 東京消防庁、横浜市消防局、川崎市消防局、千
葉市消防局、さいたま市消防局、名古屋市消防
局、大阪市消防局、静岡市消防局、浜松市消防
局、相模原市消防局

岐阜、愛知、三重 名古屋市消防局 名古屋市消防局、京都市消防局、大阪市消防局、
神戸市消防局、東京消防庁、静岡市消防局、浜
松市消防局

富山、石川、福井、滋賀、
京都、奈良

京都市消防局 京都市消防局、大阪市消防局、神戸市消防局、
名古屋市消防局、東京消防庁、堺市消防局

大阪、兵庫、和歌山 大阪市消防局 大阪市消防局、神戸市消防局、京都市消防局、
名古屋市消防局、東京消防庁、堺市消防局

鳥取、島根、岡山、広島、
山口、徳島、香川、愛媛、
高知

広島市消防局 広島市消防局、北九州市消防局、福岡市消防局、
大阪市消防局、神戸市消防局、東京消防庁、岡
山市消防局、熊本市消防局

福岡、佐賀、長崎、熊本、
大分、宮崎、鹿児島、沖
縄

福岡市消防局 福岡市消防局、北九州市消防局、広島市消防局、
大阪市消防局、神戸市消防局、東京消防庁、岡
山市消防局、熊本市消防局

別表第２（指揮支援部隊長代行）

災害発生都道府県 指揮支援部隊長代行の所
属する消防本部

北海道 仙台市消防局

青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟 札幌市消防局

城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野、静岡 名古屋市消防局

岐阜、愛知、三重 東京消防庁

富山、石川、福井、滋賀、京都、奈良 大阪市消防局

大阪、兵庫、和歌山 京都市消防局

鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知 福岡市消防局

福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 広島市消防局

別表第３（登録する隊の規模）

区 分 登 録 規 模

指揮支援隊 おおむね 60 隊程度

統合機動部隊指揮隊 おおむね 50 隊程度

エネルギー・産業基盤災
害即応部隊指揮隊

おおむね 12 隊程度

都

道

府

県

大

隊

都道府県大隊指揮隊 おおむね 160 隊程度

消火小隊 おおむね 2¶500 隊程度

救助小隊 おおむね 480 隊程度

救急小隊 おおむね 1¶250 隊程度

後方支援小隊 おおむね 790 隊程度

通信支援小隊 おおむね 50 隊程度

航空小隊 おおむね 80 隊程度

水上小隊 おおむね 20 隊程度

特殊災害小隊 おおむね 300 隊程度

特殊装備小隊 おおむね 380 隊程度

計 おおむね 6¶000 隊程度
（重複を除く）

別表第４（第一次出動都道府県大隊）

災害発生
都道府県 第一次出動都道府県大隊

北海道 青森 岩手 宮城 秋田

青 森 岩手 宮城 秋田 山形
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第２節 消防大学校における教育訓練等

１ 消防大学校における教育訓練

緊急消防援助隊の部隊運用能力の向上、航空隊の連携活動能力の向上及び毒性物質の発散等によ

る特殊災害に対する対応能力の向上等のため、消防大学校において必要な教育訓練を実施するもの

とする。

２ その他の教育訓練

緊急消防援助隊として登録された隊を設置している都道府県及び市町村は、大規模災害又は特殊

災害が発生した場合に、的確かつ迅速な出動及び活動が行えるように、平常時から必要な教育訓練

に努めるものとする。

第７章 その他

１ 緊急消防援助隊の編成については、大規模災害又は特殊災害の状況に応じ、この基本計画に定め

る事項を基本としつつ、弾力的かつ適切に行うものとする。

２ この計画に定めるもののほか、緊急消防援助隊に関し必要な事項は、長官が別に定める。

附 則

この計画は、平成26年４月１日から施行する。
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